
林野庁ウッドショック後の「東京港製材品在庫」と「⽊造着⼯数」の推移 2018〜22年

1998年 製品輸⼊量
1,635千M3

2020年 製品輸⼊量
33,629千M3

21倍増加

北⽶での住宅需要の回復に伴い、価格が急騰

世界的な需要増で国際海上運賃が急騰

（千M3)

武漢で感染爆発

JLIA

（⼾数)（M3)
2020年後半の半年間で急激な在庫の減少（14万M3→5万M3）
⽊材の供給制約が深刻化する。（所謂、「ウッドショック」）

（適正在庫⽔準）

（⽊造着⼯実数/⽉次)

資料：日本木材輸入協会作成（データの出典：東京港在庫「東京木材埠頭（株）」、木造着工数「国土交通省（住宅着工統計）」）
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